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研究成果概要 
2011 年 3 月 11 日に発生した地東日本大震災の地震・津波により引き起こされた福島

第一原子力発電所の事故で、環境中に少なからぬ量の放射性物質が放出された。これら

のうち、降雨・大気・土壌・海水中・海中生物に含まれる放射能を、なるべく多くの地

点で定期的にサンプリングを行い計測していくことは、研究者間のみならず社会的にも

必要であると考える。 
１）海洋生物の放射性物質濃度の分析では、2011 年 10 月から生物採取を開始し分析を

行ってきた。多くの生物では濃度が著しく低下した。生態的半減期を検討するために計

測を継続しなければならない。さらに今まで見過ごされてきた 110mAg の汚染に関して知

見が得られた。 
２）事故から 8 年以上が経過し、海水や生物などの環境中の放射性物質濃度は大きく低

下した。しかしながら、底質の濃度低下は遅い。この濃度の経時変化を詳細に検討する

ため、岩礁域及び浅海砂浜域用の放射線センサーを開発した。これらのセンサーを利用

して、福島県沿岸の汚染状況を調査した。 
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